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眞⼸研究室では、⾼分⼦・ソフトマター材料の研究を⾏っています。中性⼦・X線散乱法を基
軸とした先端ナノ計測、マクロな⼒学試験などの物性測定、分⼦動⼒学シミュレーションを
駆使して、⾼分⼦・ソフトマター材料の物性発現メカニズムの解明、新規機能性材料の創成
を⽬指します。

新規⾼強度⾼分⼦材料の開発と
強靭化メカニズムの解明

中性⼦散乱法の特⻑として、重⽔素化ラベリングによっ
て多成分系における各要素の構造情報を分離できること
が挙げられます。我々は、重⽔素化ラベリングを駆使し
た中性⼦⼩⾓散乱および中性⼦準弾性散乱測定を⾏うこ
とで、⾼分⼦、コロイド、⽣体分⼦、界⾯活性剤などの
ソフトマターのナノ構造・ダイナミクスを解析し、マク
ロスケールにおける物性発現メカニズムを解明すること
を⽬指しています [2]。
中性⼦散乱測定は主に、茨城県東海村にある研究⽤原⼦
炉JRR-3にて⾏います。柏キャンパスの実験室には、試
料作製、光散乱・NMR法による構造・ダイナミクス解析、
粘弾性試験機による物性評価を実施する環境を整えてい
ます。
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多成分系⾼分⼦・ソフトマターの
階層構造・ダイナミクス解析

溶媒を⽔とするハイドロゲルは、⾼い⽣体適合性を有し
ていることから、⼈体に埋め込む⽣体材料などへの応⽤
が期待されながらも、脆弱な⼒学強度が問題となってい
ます。その問題を解決するために、2000年頃から様々な
⾼強度ゲルが開発されてきました。私たちは、⾼分⼦ゲ
ル伸⻑すると⾼分⼦鎖が結晶化する現象（伸⻑誘起結晶
化）を発⾒し、「引っ張ると頑丈になるゲル（⾃⼰補強
ゲル）」の開発に世界で初めて成功しました（2021
Science）[1]。⼀度形成された結晶は、⼒を取り除くこ
とで即座に消失することから、⾃⼰補強ゲルは繰り返し
⼤きな負荷がかかっても⼀定の⼒学応答を⽰し、⼈⼯靭
帯・関節などの⼈⼯運動器への応⽤が期待されています。
⾼強度ゲルの強靭化技術を基盤として、⾼強度ゴム、⾼
強度樹脂についても、強靭化メカニズムの解明、および
新規材料開発に貢献したいと考えています。
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